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初夏、花が球形に集まって咲く。

花の色が白から青紫色、紅紫色と変わるので俗
しちへんげ

に「七変化」とも言う。

ゆきのした科の落葉低木。
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昭
和
四
十
七
年
六
月

で
開
か
れ
た
国
連
人
間
環
境
会
議
は

か

け
が
え
の
な
い
地
球
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
ま
し
た
。

い
ま
や
世
界
中
て
全
地
球
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
公
害

自
然
破
壊
な
ど

の
環
境
悪
化
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
会
議
に
参
加
し
た
す
べ
て
の
国
が
人

間
環
境
の
保
全
と
改
善
の
た
め
、
と
も
に
努

力
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
将
来
の
世
代
の
た

め
環
境
を
守
る
責
任
を
負
う
-
」
と
を
認
識
し

地
球
を
守
る
た
め
各
国
が
協
力
し
て
各
種
の

活
動
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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え

毎
年

六
月
五
日
を
「
世
界
環
境
デ
l

」

十
二
月
六
日
の
第
二
七
回
国
連
総
会
で

て
魚
を
釣
り

ウ
を
追

っ
た
思
い
出
を
誰
も
が
持
っ
て
い
ま

¥ι
ハ
こ
一
」

方
来
十
I
l

①
自
然
環
境
保
全
条
例
を
制
定

ま
た

決
議
案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
後

は
環
境
に
対
す
る
認
識
を
深
め

に
努
め
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
た
め

し
い
郷
土
で
す
。

「
自
然
を
守
ろ
う
」

と
い
う
強
い
県
民
の

皆
様
の
要
望
に
こ
た
え
て

幻
年

4
月
に

自
然
保
護
室
が
発
足
し
ま
し
た
。

従
来
か
ら
、
①
国
立
公
園

固
定
公
園
な

ど
に
お
け
る
保
護
と
利
用
の
調
整

②
鳥
獣

私
た
ち
の
幼
い
こ
ろ

保
護
と
狩
猟
の
取
締
り
な
ど
を
実
施
し
て
き

と
す
る

) 11 

野
に
ト
ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
チ
ョ

六
月
五
日

人
間
環
境
の
保
全

す
。
と
こ
ろ
が
私
た
ち
の
周
囲
は
ど
う
な

っ

少
な

②
県
立
自
然
公
園

3
ヶ
所
の
指

世
界
中
。
て
活

ま
し
た
が

幻
年
度
に
お
い
て
は

求IJ
 

地い

動
を
行
な
い
ま
す
。

な

勺

「
世
界
環
境
デ
|
」

が
環
境
週
間
を
設
け
当
面
の
課
題
で
あ
る
公
害
の
防
止
、

が

自

然
環
境
の
保
護
な
ど
を
積
極
的
に
す
す
め
て
い
き

け

ま

す

。

、4・-刀彩
。
公
害
の
な
い
住
み
よ
い
富
山
に

寺局4
・
/
¥
 

こ
の
ほ

し
、
審
議
会
の
設
置

保
全
地
域
候
補
地
の

わ
が
国
で
も
昭
和
四
十
八
年
か

く
な
り

て
い
る
.で

し
ょ
う
か
。
澄
ん
だ
空
は

現
地
調
査

の
六
月
五
日
を
初
日
と
す
る

汚
濁
し
た
河
川
も
あ
り
ま
す
。

一
部
に
は
魚
も
住
め
な
い
く
ら
い

{
疋
な
ど
、

積
極
的
に
自
然
保
護
に
努
め
ま
し

-』
。

十
I
U

の

「
世
界
環
境
デ
|
」

こ
れ
は
急
速
な
経
済
成
長
の
結
果
で
あ
り

従
来
に
も
増
し
て

を
機
会
に

相
年
度
に
は

お
よ
び
環
境
週
間

保
護
に
努
力
す
る
こ
と
と
し

①
保
全
地
域

よ
り
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る

の
指
定

②
保
全
す
べ
き
地
域
の
公
有
化

た
め

お
互
が
協
力
し
て
公
害
発
生
源
を
監

③
環
境
緑
化
促
進

グ
リ
ー
ン
・
フ
ラ
ン
の

視
し
て
豊
か
な
自
然
を
守
り
.育
て
て
い
か
な

富
山
県
は

山
と
野
と
海
に
め
ぐ
ま
れ
た
す
ば
ら

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
気
汚
染
に
対
し
で
は
、
富
山
・
高
岡
地
域
を

中
心
に
大
気
汚
染
常
時
監
視
所
叩
か
所
、
自
動
車

排
出
ガ
ス
常
時
監
視
所

一
か
所
お
よ
び
大
気
汚
染

測
定
車
等
2
台
を
設
置
し
、
大
気
汚
染
の
状
況
を

常
時
監
視
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
に
備
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
補
完
す
る
補
助
監
視
と
し

て
県
内
平
野
部
を
サ
イ
の
目
に
区
画
し
、
い
お
う

酸
化
物
、
降
下
ば
い
じ
ん
(
以
上

一
O
O点
)
お

よ
び
浮
遊
ふ
ん
じ
ん
(
二

O
点
)
を
測
定
し
て
い

ま
す
。水

質
汚
濁
に
対
し
て
は
、
県
内
の
小
矢
部
川
神

通
川
等
の
主
要
河
川
幻
に
つ
い
て
問
地
点
で
、
建

設
省
と
協
力
し
、
定
期
的
に
水
質
監
視
す
る
ほ
か
、

汚
濁
の
著
し
い
小
矢
部
川
下
流
に
お
い
て
水
質
常

時
監
視
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
将
来
の
工
業
生
産
の
伸
び
、
企
業
立

地
の
動
向
か
ら
予
想
さ
れ
る
環
境
汚
染
の
進
行
、

広
域
化
を
監
視
し
、
公
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
は
、
高
層
気
象
測
定
等
を
も
含
め
た
監
視
網

を
整
備
、
拡
充
し
さ
ら
に
大
工
場
の
汚
染
物
質
排

出
口
の
測
定
デ
ー
タ
ー
を
も
組
入
れ
、
こ
れ
ら
の

測
定
デ
ー
タ
ー
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
集
中

管
理
す
る
な
ど
総
合
的
監
視
体
制
を
計
画
的
に
推

進
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
昭
和
必
年
度
に
は
、
汚
染
度
の
高

い
富
山

・
高
岡
地
域
に
つ
い
て
大
気
汚
染
常
時
監

視
所
を
口
か
所
と
し
、
全
て
を
テ
レ
メ
ー
タ

l
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
域
の
常
時
監
視
網
の

整
備
を
完
了
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
補
助
監
視
も
川
点
と
増
加
し
、
測
定
項

目
も
窒
素
酸
化
物
、
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
を
新
し
く
追

加
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

大
気
汚
染
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
域
は
、
富

山
・
高
岡
両
市
の
臨
海
工
業
地
帯
や
そ
の
周
辺
を

は
じ
め
、
企
業
集
積
度
の
高
い
地
域
で
、
火
力
発

電
所
、
工
場
、
ビ
ル
な
ど
か
ら
排
出
す
る
い
お
う

酸
化
物
、
窒
素
酸
化
物
、
浮
遊
ふ
ん
じ
ん
、
降
下

ば
れ
じ
ん
や
自
動
車
排
出
ガ
ス
な
ど
が
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

い
お
う
酸
化
物
、
浮
遊
ふ
ん
じ
ん
、
降
下
ば
い

じ
ん
の
名
地
域
の
汚
染
の
状
況
は
、
各
地
域
を
通

じ
全
般
的
に
改
善
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

な
お
一
層
の
改
善
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
大
気
汚
染
防
止
法
、
公
害

防
止
条
例
に
よ
る
排
出
基
準
の
強
化
、
工
場
な
ど

に
対
す
る
燃
料
の
低
い
い
お
う
化
、
除
去
装
置
の

設
置
な
ど
の
発
生
源
対
策
や
監
視
所
の
増
設
な
ど

に
よ
る
監
視
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
将
来
の
工
業
生
産
の
伸
び
、
工
場
の
立

地
動
向
お
よ
び
自
動
車
交
通
量
の
増
大
等
長
期
的

展
望
に
立
ち
、
人
の
健
康
お
よ
び
福
祉
に
悪
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
環
境
造
り
を
目
標
と
し
た
ブ
ル
ー

ス
カ
イ
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
計
画
の

一
番
手
と
し
て
こ

と
し

2
月
、
い
お
う
酸
化
物
環
境
保
全
対
策
が
策

定
さ
れ
、
昭
和
日
年
度
を
目
標
年
次
と
し
て
具
体

的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
、
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
計
画
の
第
2

第
3
番
手
と
し
て
、
他
の
大
気
汚
染
物
質
の
環
境

保
全
対
策
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ザ
束
{
疋

富
山
、

高
岡
の
市
街
地
緑
被
度
調
査

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

献
血
は
な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う

一
、
近
代
医
学
の
進
歩
。
と
く
に
外
科
手
術
が
め
ざ
ま
し
い
進
歩
を
と
げ
て
い

る
か
ら
で
す
。

二
、
交
通
事
故
や
労
働
災
害
が
年
々
ふ
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

三
、
特
殊
血
液
の
需
要
が
年
ご
と
に
増
加
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
ら
に
要
す
る
手
術
の
回
数
が
増
し
、

一
回
の
使
用
量
は
多
く
な
り
、
輸

血
用
血
液
は
ま
す
ま
す
永
続
的
に
必
要
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
も
献
血
で
き
ま
す

満

一
六
歳
か
ら
満
六
四
歳
ま
で
の
人
な
ら
誰
で
も
献
血
で
き
ま
す
。

献
血
は
、

一
回
二

o
o
i
h町
を
採
血
し
ま
す
。
体
に
影
響
が
な
い
か
と
不
安

に
思
わ
れ
る
人
も
あ
り
ま
す
が
、
採
血
前
に
は
、
血
液
の
比
重
と
血
圧
を
は
か

り
医
師
が
診
断
し
て
健
康
な
人
か
ら
だ
け
採
血
し
ま
す
。

43.A 日団晶
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自
然
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悪
臭
の
主
な
問
題
は
、
高
岡
市
の
ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
悪
臭
の
ほ
か

石
油
化
学
工
場
、
養
鶏
、
養
豚
場
、
魚
腸
骨
処
理
場
な
ど
か
ら
の
悪
臭
で
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
高
岡
市
の
ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
工
場
の
悪
臭
に
つ
い
て
は
、
昭
和
必
年

4

月
悪
臭
防
止
法
の
規
制
地
域
に
指
定
し
、
厳
し
い
規
制
基
準
の
設
定
に
よ
り
改
善
を
は
か

つ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
養
鶏

・
養
豚
場
な
ど
の
悪
臭
は
、
除
去
装
置
の
研
究
、
開
発
を
、
ま
た
助
成
措
置
に

よ
り
市
街
地
か
ら
の
移
転
さ
ら
に
は
団
地
化
を
促
進
し
ま
す
。
石
油
化
学
工
場
に
つ
い
て
は
現

状
で
実
施
マ
き
る
防
止
対
策
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
今
後
の
生
産
活
動
の
活
発
化
、
市
街
地

の
拡
大
等
か
ら
悪
臭
防
止
法
に
基
づ
き
、
地

域
の
特
殊
性
に
応
じ
、
規
制
地
域
を
拡
大
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

く特集>かけがえのない地球

工
場
騒
音
が
最
も
多
く
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
的
に
は
富
山

・
高
岡
岡
市
で
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
工
場
の
防
音
装
置
等
の
不
備
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
生
活
環
境
が
十
分
な
防
音
対
策
が
と

り
に
く
い
住
工
混
在
形
態
で
あ
る
た
め
に
も
よ
り
ま
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
富
山

・
高
岡
両
市
を
騒
音
規
制
法
の
規
制
地
域
に
指
定
し
、
ま
た
規
制
基
準
を
強
化

す
る

一
方
工
場
に
対
し
騒
音
防
止
施
設
等
の
助
成
を
充
実
し
、
防
音
壁
の
設
置
、
機
械
の
密
閉
化
さ
ら
に
は

適
地
へ
の
移
転
な
ど
を
は
か

つ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
自
動
卓
交
通
量
の
増
大
、
高
速
向
動
車
道
の
整
備
、
新
幹
線
の
開
通
等
に
よ
り
も
た
ら
さ

れ
る
交
通
騒
音
に
よ
る
生
活
環
境
の
悪
化
が
憂
慮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
規
制
地
域

を
拡
大
し
、
良
好
な
生
活
環
境
の
維
持
、
改
善
を
は
か
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
対
策
が
困
難
な
交
通
騒
音
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
交
通
対
策
、
道
路
敵
役
備
対
策
等
と
あ
い
ま

っ
て、

例
え
ば
市
街
地
へ
の
自
動
車
の
乗
入
れ
規
制
ま
た
は
大
量
輸
送
機
関
の
利
用
促
進
等
に
よ
る
交
通
量
の
削
減

等
お
も
い
き
っ
た
対
策
が
、
ま
た
、
新
幹
線
騒
音
に
対
し
て
は
沿
線
の
適
正
な
土
地
利
用
計
画
や
騒
音
振
動

の
防
止
技
術
の
開
発
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

4 

県
内
で
ど
れ
く
ら
い
輸
血

用
の
血
液
が
必
要
で
し
ょ
う

昭
和
四
十
八
年
中
に
お
け
る
県
内
の
輸
血
用
血
液
の
必
要
量
は
、
約
三
万
本

ご

本

二

0
0
ミ
じ
こ
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

現
荘
、
満

一
六
歳
か
ら
六
五
歳
ま
で
の
健
康
な
人
は
お
よ
そ
五
三
万
人
と
い

一
人
が
、

一
七
年
か
ら

一
八
年
に

一
度
献
血
に
協
力
く
だ
さ

れ
ば
輸
血
の
必
要
量
が
ま
か
な
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

忽E
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水
質
汚
濁
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
流
域
は
、
富
山
・
高
岡
両
市
を
貫
流
す
る
小
矢
部
川
、
神
通
川
、
白
岩
川
の
下
流
部
、
河
口
部
で
、
そ
の
主

な
原
因
は
都
市
下
水
を
集
め
て
流
れ
る
支
川
の
流
入
や
下
流
水
域
に
立
地
す
る
工
場
の
排
水
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
こ
の
汚
濁
し
て
い
る
三
河
川
に
つ
い
て
環
境
基
準
の
類
型
指
定
を
行
な
い
規
制
を
強
化
し
た
結
果
図
の
と
お
り
現
在
水
質

の
改
善
が
み
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
将
来
の
工
業
、
畜
産
業
の
伸
び
、
生
活
様
式
の
高
度
化
等
か
ら
水
質
汚
濁
が
憂
慮
き
れ
る
こ
と
か
ら
、
庄
川
、
常
願
寺
川
、
黒
部
川
等
の
清
澄
な
河
川
を
将
来
と
も
き
れ
い
な
水
質
に
維
持
す
る

た
め
、
ま
た
、
汚
濁
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
都
市
河
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
県
下
の
主
要
河
川
全
て
を
昭
和
田
年
度
ま
で
に
環
境
基
準
の
類
型
指
定
を
完
了
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
富
山
湾
に
つ
い
て
も
水
質
汚
濁
の
未
然
防
止
を
は
か
る
た
め
国
と
共
同
で
富
山
湾
海
域
産
業
公
害
総
合
事
前
調
査
を
今
年
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
の
状
況
は
、
毎
月
家
庭
の
ご
み

等
の
一
般
廃
棄
物
の
叩
倍
に
相
当
す
る
約
加
万

ん
に
及
び
、
そ
の
大
半
は
産
業
経
済
活
動
の
中

心
で
あ
る
富
山
・
高
岡
両
市
か
ら
排
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

<特集>かけがえのない地球

そ
の
排
出
先
を
み
ま
す
と
、
製
造
業
が
最
も

多
く
、
全
体
の
河
%
を
占
め
、
次
い
で
建
設
業
、

畜
産
業
と
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
排
出
さ
れ
る

も
の
は
鉱
さ
い
、
建
設
廃
材
、
汚
で
い
、
家
畜

ふ
ん
尿
等
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
処
理
処
分
状
況
は
再
生
利
用
、
事

業
者
自
ら
に
よ
る
処
理
処
分
、
保
管
堆
積
、
処

理
業
者
委
託
等
に
よ
る
の
が
実
情
で
す
。

し
か
し
、
今
後
の
産
業
、
経
済
の
拡
大
に
つ

れ
量
的
に
は
昭
和
回
年
頃
に
約

M
倍
、
昭
和
印

年
頃
に
は
約
3
倍
に
、
ま
た
質
的
に
も
変
化
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
環
境
の
悪
化
や
公
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
排
出
者
責
任
の
原
則
か
ら
事
業
者
が

'H
か
ら
処
用
処
分
を
行
な
う
こ
と
を
原
則
と
し

て
、
県
や
関
係
市
町
村
等
の
関
係
機
関
も
含
め

て
抜
本
的
な
施
策
が
望
ま
れ
、
今
後
、
次

の
燥
な
対
策
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
排
出
者
(
事
業
者
)

L
排
出
者
責
任
の
向
覚
と
処
理
法
準
の
遵
守

2
産
業
廃
棄
物
の
排
出
量
の
削
減
と
再
生
利
用
の
積
極
的
市
川

3
処
理
処
分
施
設
の
繋
備
拡
充

地
方
公
共
団
体

J
排
出
企
業
の
監
視
強
化
、
適
正
処
理

の
た
め
の
企
業
指
導

2
合
理
的
処
理
を
は
か
る
た
め
の
共
同
施
設
へ
の
助
成

3
健
全
な
処
理
業
者
の
育
成

A
t

最
終
処
分
地
(
埋
立
地
)
の
確
保

神通川
一一一一昭和47年度

ー 一 一 昭 和46年度

一一一ー昭和45年度

一一一ー一昭和44年度

20 

白岩川
一 一一一一一昭利47年度

一---一昭和46年度

一一一一昭和45年度

一一一一一昭和44年度

40 

萩
浦
僑
(
中
央
)

15 

10 

PPM 

河
U
部
(中
央
)

東

西

橋

一一一 Ufl和47年度

一一一昭和46年度

一一一ー昭和45年度

一一一ー一昭和44年度

20 

15 

PPM 

10 

栃 1白
E 山

1<:ゴ
i;J! 1川

1;本一 目 甲

信吉 171ft 

30 

10 

PPM 

20 こ
ん
な
子
術
に
こ
れ
だ
け

血
液
が
必
要
で
す

ひ
と
り
の
尊
い
生
命
を
救
う
た
め
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
び
と
の
協
力
が

必
要
で
す
。~- l 

I f-tt争

t ttf~;OÇtJ I 

ttt-tttttttt I 

tt tttttft 
10ω 30蝿.i5人甘 15人M

--y --Y
人

‘.，

h
 

.. ，

M
 

--v 
畠

'

'

刷

--v
捌

ilil
-
L
 

腕

'L'、
臓

w 

7 



，心
願カ、

ら
をの

て

-、-

く特集>かけがえのない地球岨

e
f
f
i
z
z--
E
J
E
F
i
zz----
---
J
a
'

・ZE--z
zr
J
Z
，・・・ZE
----
----
J
S
'

・2
5
2
2
J
E
F

・Z・S・--z
--s
，
主
ず
-E
E
・E
・-H

一
『
心
の
ふ
る
さ
と
』
を
一

一

求

め

て

一

Sa
z
--zzzt
.
，‘，、，・・
2
2
・=・222
‘，、，.，

.. 22-----zz
，‘，、
f

・・・・・2
・・2
・Z2
.
，，‘，‘
.2
z-
Z
2
・・
・
・・・‘，、，、，.••. 
-z
zz
・・・・・・‘，、
z

，e
・g
・-z----
--
.
，、e
，E司

遠
い
昔
か
ら
、
「
歌
」
は
人
々
が
生
活
す
る
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
歌
は
古
来
、

人
聞
の
生
活
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。
人
び
と
の
暮
し
の
中
か
ら
自
然
に

生
ま
れ
て
き
た
歌
|
|
そ
れ
が
「
民
謡
」
で
す
。
だ
か
ら
、
民
謡
に
は
人
聞
の
生
き
る
喜
び
も
、

悲
し
み
も
、
そ
し
て
「
土
」
の
香
り
も
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
い
わ
ば
、
民
謡
は
私
た
ち

の
「
心
の
ふ

る
さ
と
」
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

民
謡
は
ま
た
、
人
の
口
か
ら
口
へ
、
心
か
ら
心
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
民
謡

は
そ
う
し
た

「無
形
」
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
も
す
れ
ば
長
い
年
月
の
う
ち
に
そ
の
社
会
の

影
響
を
受
け
て
、
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
伝
え
手
が
い
な
く
な
れ
ば
、
消
滅
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
民
謡
は
人
聞
の
生
活
と
密
着
し
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
民
謡
も

人
間
と
同
様
生
き
て
い
る
わ
け
で
、
時
の
流
れ
、
暮
し
の
移
り
変
わ
り
に
伴
っ
て
変
遷
を
た
ど

る
の
は
ご
く
自
然
の
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
近
年
と
く
に
正
調
の
元
唄
の
形
が
失
わ
れ
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
民
謡
自
体

も
伝
え
手
の
減
少
と
と
も
に
人
び
と
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
私
た
ち
の
祖
先
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
貴
重
な
「
文
化
遺
産
」
が
滅
び
て
し
ま
い
ま
す
。

文
化
課
で
は
、
郷
土
富
山
県
に
伝
わ
る
古
楽

・
民
謡
を
調
査
し
て
、
正
調
の
元
唄
を
採
録

・

採
譜
し
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
六

・
四
十
七
年
度
と
過
去
二
年
間
に
採
録
さ
れ
た
も
の
は
約
一

0
0曲
で
す
。
し
か
し
調
査
を
進
め
て
ゆ
く
段
階
で
、
な
お

一
O
O曲
余
リ
の
古
楽

・
民
謡
が

県
下
に
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
引
き
続
き
昭
和
四
十
八

・
四
十
九
年
度
に
わ
た
っ
て

採
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
「
富
山
県
古
楽
・
民
謡
採
録
採
譜
事
業
」
に
よ
っ

て
、
広
く
県
下
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
二
百
曲
余
り
の
古
楽

・
民
謡
は
す
べ
て
記
録

・
保
存
き
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
事
業
は
、
他
の
都
道
府
県
に
は
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
画
期
的

な
も
の
で
す
。

郷
土
富
山
に
住
む
私
た
ち
が
、
敬
愛
す
る
祖
先
を
し
の
び
、
心
の
ふ
る
さ
と
を
た
ず
ね
、
改

め
て
古
楽

・
民
謡
の
よ
さ
を
再
認
識
し
た
い
も
の
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

8 

献
血
の
組
織
化
を

夏
や
年
末
年
始
に
は
献
血
す
る
人
が
減
少
し
て
き
ま
す
。

つ
ね
に
必
要
な
血
液
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
工
場
、
事
業
所
、
労
働
組
合

な
ど
職
場
の
組
織
、
町
内
会
、
婦
人
会
、
青
年
固
な
ど
の
地
域
の
組
織
の
協
力

を
得
て
適
切
な
時
期
に
採
血
で
き
る
よ
う
、
献
血
活
動
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

献血

9 



‘婦負郡八尾町「曳山曜子・今町」介

昭和48年4月25日、今町公民館におけるリハーサル風景

i雑子方の うち笛、太鼓達

水名竹雄

V高岡市「御車山祭曜子・通り町J介

『越天楽jと 『五常楽・急j演奏者、高岡市二塚

さん外浄誓寺

ハU

献
血
の
場
所
と
時
間

O
富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

富
山
市
東
田
地
方

丁
目

T
E
L
引

1
5
7
3
3

受
付
時
間
平
日
午
前
八
時
三
O
分

l
午
後
四
時

土
曜
日
午
前
八
時
三

O
分

1
正
后

O
高
岡
出
張
所
高
岡
市
宝
町
高
岡
市
民
病
院

T
E
L
n
l
5
3
6
2
 

受

付

時

間

午

後

一
時
か
ら
四
時
(
但
し
月
、
水
、
金
曜
日
)

献
血
提
供
の
方
が
五

O
名
以
上
ま
と
ま
れ
ば
、
日
曜
祭
日
で
も
出
張
し
ま
す
。

ま
た
五
人
か
ら
二
O
人
ま
で
の
方
に
、
セ
ン
タ
ー
あ
る
い
は
採
血
車
の
と
こ
ろ

ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
り
迎
え
い
た
し
ま
す
か
ら
気
軽
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

七
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
あ
い
」
運
動
強
調
月
間
で
す
。

献
血
は

い
つ
か
わ
が
た
め

人
の
た
め

1
1
ム
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に
U

ド¥ 過去 2年 間 に 採 録 さ れ た も の 今 後 採 録 予 定 の も の 計

荷方節・鎌倉節・田植歌・さんさい踊り唄・松栄音頭・

富山市
岩瀬まだら・金剛流「御詠歌」・ゃんさ踊り唄・わらべ唄

仏事雅楽 17 
えんやら・〈い打ち音頭・野下踊り唄・馬方節・西国三

十三ケ所「御詠歌」・町尽し・木遣り

婦 中 町 熊野神社、稚児舞嚇子 l 

滑川市
田植唄・石かち音頭・荷方節・もみ摺り歌・わらべ唄2曲

新川古代神・松坂踊り唄 10 
三点吊り 唄・川崎音頭なやし

上市町 開谷踊り唄 中新川地方音頭 (各種) 2 

小杉町 わらべ唄(各種) ・雅楽 2 

下 村 加茂神社、稚児舞曜子 米摺り唄・石かち唄 3 

新湊市 野下音頭・塚原木遣・曳山曜子「荒屋町」
祝い唄(めでた) ・長徳寺えびす舞 (ぽんぽこ) ・曳山

17 
騨子、荒屋町を除<12町分

大山町 鉱掘り唄 l 

立 山 町
米道踊「おけま」 ・同「追分」 ・同「甚句」 ・同「松坂」

雄山神社、稚児舞硝子・ごぜ節 9 
ごぜ節・ちりめん節・利回にがた

八尾町
わらべ唄・荷方節・瑞泉寺木遣り唄・石かち唄・曳山醜 越中おわら・おきんさ・まつぎか(松栄) ・曳山離子(

13 
子「西町」 東町、今町、下新町、諏訪町、上新町)

山田村 しょっしょ節 1 

高 岡 市 伏木帆柱起し祝L、唄・御車山祭曜子・なきにがた 御車山祭曜子(各種) ・やがえ節・国泰寺尺八曲 6 

氷 見 市 網おこし唄・青田節・かーか節・地形唄 4 

大沢野町 願念坊踊り・めでた節・曳山曜子 3 

せりこみ蝶六・盆踊唄(はねそ) ・小代神 (はねそ)

魚 津 市 糸つむぎ唄・布施谷節・松坂踊唄・魚津まだら・臼すり唄 12 

酒造り唄・田植唄・石かち唄・鹿熊太万踊曜子

しぱんぱ
柴刈り唄・ながし輪島・盆踊唄(古大神) ・同(はねそ)

黒部市 同(松:Hf.音頭) ・同 (川崎音頭) ・あいや節・代打ち唄 10 

木綿糸つむぎ唄

入 善 町 吉原木造「柱おこし」 ・同「かい節」 ・同 「あかとり節」 子守J貝・田植唄・代打ち唄・苗取り唄 7 

朝日町 米吊り唄・回植歌・鹿島神社「かぐら唄」 ・壁ねり唄 4 

字奈月町 法福寺、稚児舞醜子・ちまき口説き・金剛流御詠歌 3 

福 岡 町 雅楽「羅陵王」 ・催馬楽 「明石の浦」 雅楽(各種) 3 

小矢部市
願念坊踊り唄「投げ節」 ・同「奴さん」 ・同「あねさん」

6 
同「小大臣」 ・同「吃又」 ・獅子舞離子

砺 j皮市 子供歌舞伎唄「絵本太功記」 ・同 「菅原伝授手習鑑」 わらぺ唄(各種) 3 

福野町 とんぼ吊り唄・こうちゅ・はたおり唄・夜高節 4 

井波町 瑞泉寺木遣り唄・ちょんがり 2 

福光町 福光めでた節・ちょんがり 2 

井口村 えんとこ節 l 

城端町 庵屋台曜子 麦や節 2 

井波瑞泉寺木遣り歌・利賀「麦や節」・古大臣・こっき

利 賀 村 りこ・手IJ賀ながむぎや節・古大臣くどき・川崎音頭・地 11 

かち唄・しょっしょ節・ゃっちんつん・たろじ節

神楽舞唄・わ らべ唄 ・平村唱歌・こきりこ明・糸ひき唄 嫁入りえたこ・下梨鎖橋の歌・麦屋節・長麦屋・四つ竹節

平 キす 島心中・石かち唄・盆踊り唄・伊勢のたよ様・炭焼きく 古代神・小代神・早麦屋・松坂・大津絵・ちろろ節・ 24 

どき・あきくとも・おきよ吉ま ちょんがり

投げ節・嫁入りえたこ・草島節・五ケ山追分・さわぎ・ ひめ節・さかた・はるわいな・五ケ山おけさ節・五ケ山おわ

上平村 富山つぶし・あきい・荷方節・お小夜節・おっしゃか節 ら節・台持木やり唄・地鳴き地形唄・わらべ唄(各種)・川崎 24 

小谷麦や・長麦や (盆踊唄)・しょ っしょ節・といちんさ節・おふみ心中口説き

百十 1 0 1 106 207 

古楽 ・民謡の採録状況

雑|県
話|政

置
県
九
十
周
年
を
迎
え
て

藩
か
ら
県

0
明
治
四
年
十
一
月
二
十
日
(
一
八
七
ご

金
沢
県
・
七
尾
県
・
新
川
県
創
設
の
日
。

金
沢
県
は
加
賀
国

一
円
。
七
尾
県
は
能
登
国
に
加
え
て
高
岡
市
の
高
岡
町
・
新
湊
市

の
放
生
津
駅
を
含
め
た
射
水
郡
に
氷
見
市
が
当
時
の
射
水
郡
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
が
併

せ
て
七
尾
県
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
万
葉
の
昔
、
大
伴
家
持
が
国
守
と
し
て
在
任
の
と
き
は
、
能
登

一
円
を
含

め
た
越
中
国
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
合
せ
て
皮
肉
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
期
間
は
短

か
く
七
か
月
間
だ
っ
た
。

そ
れ
で
新
川
県
の
所
管
は
砺
波
・
婦
負
・
新
川
の
三
郡
だ
っ
た
が
、
翌
五
年

一
月
二

十
日
に
県
庁
を
新
川
郡
の
魚
津
町
(
旧
郡
代
官
屋
敷
)
に
移
し
、
支
庁
を
富
山
に
、
出

張
所
を
杉
木
新
(
砺
波
市
の
旧
出
町
)
に
置
い
た
。

O
明
治
五
年
九
月
二
十
五
日
(
一
八
七
九
)

現
在
と
同
じ
地
域
の
新
川
県
が
誕
生
し
た
日
。

七
尾
県
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
所
管
の
射
水
郡
が
新
川
県
に
、
能
登
国
が
石
川
県
に
移

さ
れ
た
。
こ
こ
に
始
め
て
越
中
国
を
全
域
と
し
た
現
在
の
(
富
山
県
)
と
同
様
の
新
川

県
が
誕
生
し
た
の
だ
が
、
(
石
川
県
)
も
共
に
現
在
と
同
様
な
規
模
だ
っ
た
わ
け
で
あ

る。O
明
治
九
年
四
月
十
八
日
(
一
八
七
六
)

新
川
県
が
消
滅
、
大
石
川
県
が
成
立
の
日

前
記
の
新
川
県
は
、
以
来
県
政
も
そ
の
緒
に
つ
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
日
さ
ら
に

新
川
県
が
廃
止
さ
れ
石
川
県
に
合
併
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
県
民
は
驚
樗
唖
然
と
し
た

が
、
と
く
に
石
川
県
の
動
き
と
い
う
よ
り
も
、
こ
れ
は
政
府
の
園
上
戦
術
ら
し
く
、
府

県
統
廃
合
の
積
極
策
に
よ
る
も
の
の
よ
う
だ
つ
た
。

。

。
明
治
十
六
年
五
月
九
日
(
一
八
八
三
)

新
生
富
山
県
成
立
の
日

以
上
の
よ
う
に
中
央
の
府
県
施
策
も
猫
の
自
の
よ
う
に
変
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
う

ち
に
も
地
方
自
治
が
芽
ば
え
制
度
の
改
廃
が
進
行
。
明
治
十
一
年
府
県
会
規
則
が
制

定
、
こ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
翌
十
二
年
四
月
に
地
方
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
五
月
二
十

六
日
石
川
県
会
が
招
集
、
議
員
定
数
は
六
十
九
名
、
う
ち
い
ま
の
石
川
県
側
が
二
十
七

~ 

名
、
富
山
県
が
二
十
二
名
、
福
井
県

(
若
狭
を
除
く
越
前
)
が

二
十
名
だ
っ
た
。

が、

当
時
の
議
員
は
ま
た
、
ま
っ
た
く
地
方
の
地
域
代
表
で
、
官
僚
も
そ
う
だ
つ
た
が
、
議

員
も
や
は
り
特
権
意
識
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
一
面
自
由
民
権
の
時
代
思
潮
も
横
溢
、

藩
聞
の
革
新
と
、
憂
国
の
至
情
に
燃
え
立

っ
て
い
た
。

議
事
中
、
石
川
県
側
と
富
山
県
側
と
は
つ
ね
に
利
害
意
見
が
衝
突
、
根
本
的
に
対
立

し
た
。
と
く
に
建
設
的
な
審
議
に
対
し
て
は
、
石
川
の
道
路
、
建
物
の
整
備
策
と
、
富

山
の
河
川
災
害
防
止
策
の
主
張
が
詩
々
主
張
が
対
立
し
つ
づ
け
、
県
令
弾
が
い
、
会
期

延
々
、
解
散
に
追
い
込
む
な
ど
、
こ
の
県
会
は
中
央
に
も
著
し
く
民
意
の
前
進
を
反
映

さ
せ
た
。

。

か
く
て
明
治
十
五
年
の
夏
、
国
内
(
県
内
の
こ
と
)
の
町
村
有
志
代
表
は
富
山
に
集

合
し
、
分
県
請
願
の
決
議
を
す
る
と
と
も
に
、
投
票
に
よ
っ
て
米
沢
紋
三
郎
(
入
善
町

出
身
、
県
会
議
員
)
を
委
員
長
に
挙
げ
、
入
江
直
友
(
富
山
市
旧
藩
士
の
ち
助
役
)
を

副
委
員
長
に
推
し
た
。
委
員
長

・
副
委
員
長
は
越
中
人
多
年
の
熱
望
を
達
成
す
べ
く
、

分
県
の
建
白
書
を
携
行
、
た
だ
ち
に
上
京
し
て
、
当
時
の
内
務
卿
山
田
顕
義
に
手
交
し

た
。
一
方
三
条
実
美
、
岩
倉
具
視
の
元
老
に
も
面
接
し
、
篤
々
と
事
情
を
述
べ
請
願
し

た
。
こ
の
熱
誠
は
つ
い
に
当
局
の
意
を
動
か
し
こ
こ
に
分
県
の
目
的
を
達
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
(
上
京
の
代
表
は
容
易
な
覚
悟
で
は
な
か
っ
た
。)

明
治
十
六
年
五
月
九
日
付
、
太
政
官
布
告
第
十
五
号
で
、
「
富
山
県
を
置
く
、
管
轄

越
中
国

一
円
、
右
勅
旨
を
奉
じ
て
布
告
候
事
」
と
達
せ
ら
れ
、
初
代
県
令
に
国
重
正
文

(
前
官
京
都
府
大
書
官
・
山
口
県
出
身
吉
田
松
蔭
門
下
)
が
任
ぜ
ら
れ
た
。
県
庁
は
旧

富
山
域
内
に
置
か
れ
、
同
年
七
月
一
日
開
庁
式
を
挙
げ
た
。
じ
つ
に
明
治
維
新
以
来
、

複
雑
多
端
、
文
字
ど
お
り
三
転
五
変
を
続
け
た
今
日
の
管
轄
地
域
も
、
十
六
年
の
歳
月

を
経
て
、
は
じ
め
て
富
山
県
の
成
立
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
う
た
た
感
が
い
の
深
い
も

の
が
あ
る
。

。

き
て
、
表
記
上
欄
の
内
閣
書
記
官
局
第
五
九
号
は
前
記
太
政
官
布
告
の
副
申
だ
が
、

欄
外
国
重
の
小
印
も
印
象
的
で
あ
る
。
と
と
も
に
置
県
の
功
労
者
米
沢
紋
三
郎
翁
の
胸

像
は
県
議
会
議
場
に
当
年
を
語
り
か
け
て
い
る
。
さ
ら
に
百
年
を
期
し
て
発
展
か
念
ぜ

ら
れ
る
。

県
史
編
ぎ
ん
専
門
委
員

重
杉
俊
雄

一 17ー

• 



0
0
 

(富山市)

肘住
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一
1
三
月
の
物
価
の
う
ご
き
(
富
山
市
)

昨
年
の
卸
売
物
価
の
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
、
消

費
者
物
価
の
上
昇
が
急
テ
ン
ポ
で
進
み
、
連
日
の
よ

う
に
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
・
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
て
.い

ま
す
。そ

れ
で
は
、
具
体
的
に
物
価
が
ど
の
程
度
高
く
な

っ
て
い
る
か
、
消
費
者
物
価
指
数
で
み
て
み
ま
し
ょ

う
。
(
昭
和
四
十
五
年

1
一
O
O
)

①

総

合

(一一
百

指

数

1
一
九
・
六
)

消
費
者
物
価
指
数
の
総
合
は
、
上
の
グ
ラ
フ
で
も

わ
か
る
よ
う
に
、
昨
年
の
十
二
月
以
来
上
が
り
っ
ぱ

な
し
で
す
。

こ
れ
を
、
五
大
品
目
別
(
食
料
、
住
居
、
光
熱
、

被
服
、
雑
費
)
に
分
け
て
み
る
と
、
食
料
と
被
服
が

特
に
上
昇
率
が
大
き
く
、
こ
れ
ら
が
総
合
指
数
を
押

し
上
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

①

食

料

会
百
川
指
数

1
一一

O

九
)

食
料
の
う
ち
で
も
、
生
鮮
食
料
品
は
価
格
の
上
り

下
り
が
大
き
く
、
月
に
よ
っ
て
は
倍
ぐ
ら
い
変
動
す

る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
と
し
の

一
月
は

野
菜
が
全
般
的
に
高
か
っ
た
た
め
、
食
料
指
数
は
か

な
り
上
昇
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
一月
に
入
っ
て
、
野
菜
は
や
や
安
く
な

っ
た
も
の

の、

三
月
に
は
、
加
工
食
品
が
、
大
豆
製
品
を
中
心

に
大
幅
に
値
上
が
り
し
、
ま
た
、
果
物
、
肉
類
の
値

上
が
り
が
相
次
ぎ
、

二
月
か
ら
三
月
ま
で
の
食
料
指

数
は
四
・

三
軒
も
上
昇
し
ま
し
た
。

①

住

居

(三
月
指
数

1
三
一
了
二
)

昨
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
始
ま

っ
た
木
材
価
格
の
高
騰

富山市の品目別価格(4月)

品目 銘 4内 世f.;:1而防 た3!liかトレ均4fAd 1ft H 銘 例 単位 価格 た311卜JかFら初Ad 品 目 銘 納 単f.i:1画作?3たHtJか降ら初み

あ じまあじ、丸 l∞z 54 1 L::， 5.3 鶴 卵 l~司約60 g Ikg I 286 ム1.7 み そ t佐、米みそ I'K: 187 6.91 

さ i;l:i}L 17 。ね ぎ 117 20.6111沙 糖卜、(1 146 1.4 I 
、、 かするめいか " 61 ム10.3 大 m 日H ()食 IIJ i由 Jc.;・ら1由450gへ l本 99 

煮干し かたくちいわし、 1..1" 60 0 にんじん 100 37.0 ソ ー ス 中濃 360mtへ " 12i 。

牛 肉中 " 205 。ごは'う 254 11. 4 Ilfhi H ラワン材、たな似 l似 380 o 

豚 肉中 " 130 。 ィトーね ぎ 107 24.4 ベ ニ ヤ 似 .J AS n自 458 ム 3.6

餓 肉ブロイラー.豚|均 仰 60 5.911iJ. 腐木綿ごし Img 15 ム 6.311*J J由 (1m由 IHI 3日1 0.6 

，、 ムプレスハム " 138 0111由 偽 IfI尊似げ 日9 ム 7.3 7ロハ〆 司P.家臣五!lJ10kg l本 8α) 。

ソーセー ジ ウインナーソーセ-:;I " 83 。納 豆糸ひき納 'J， 35 L::， 14.6 f甲.従料 大人調堤 111111 8α) 。

:fLぴι;古12町lrrl lド 31 。 こんにゃく ~hi こんにゃ く 15 。、ーマ干 ノトftコールド " 11.85ο 。

バ タ ー 上、 225g入 1lii 1 200 0 しょう t由 1農Ll2 ~人 l本 320 。ガソリン 税金光リ 11 641 0 
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「
日
本
晴
」
、
「
秋
田
晴
」
、
「
し
お
か
り
」

こ
れ
ら
は
何
の
名
称
だ
か
お
わ
か
り
に
な
り
ま
す
か
。

「
こ
し
ひ
か
り
」
、
「
ほ
う
ね
ん
わ
せ
」
、
「
越
路

わ
せ
」
と
続
け
ば
す
ぐ
お
米
の
名
前
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
が
「
ト
ヨ
ニ
シ
七
ご
と
あ
れ
ば
力
士
の

れ

四
除
争
と
ま
ち
が
い
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
お

は

米

の

品
種
は
何
十
種
と
あ
り
ま
す
。

吋
①
お
米
の
味
と
ね
だ
ん

行

ご

承

知

の

よ

う

に

、

昭

和
四
十
七
年
四
月
か
ら
お

仰

米

の

小
売
価
格
を
規
制
し
て
い
た
物
価
統
制
令
の
適

A

用
が
廃
止
き
れ
、
お
米
屋
さ
ん
の
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー

や
百
貨
庖
か
ら
も
好
き
な
種
類
の
お
米
を
自
由
に
え

ら
ん
で
購
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

⑪， 中鮮食料品は卜・中・下旬の・ド均価物、その他1;1:'1'''')の1耐怖てeす。

褒 1 お米の価格と品目

47. 4.品目 47.10.品目 1 kg当10単改正価) ロEロ3 種
( 47. 

同 本県産の銘柄米と非銘柄
徳用上米 徳用上米 1 3 0 

米の五等原、米を原料

本県産の非銘柄米(ヨモ

標準価格米 標準価格米 1 6 1 マサリ富交60号ほか)

1 -4等米を原料

(前後) 本県産銘柄米の 1-3等
自主流通米 向主流通米 2 0 0 

を原料

(前後) 国が指定した l等-4等

指定銘柄米 170 の銘柄米を原料(ホウネ

ンワセ越路早生)ほか

み
/
』品

目
も
い
ま
ま
で
の
三
本
立
(
徳
用
上
米
・
標
準
価

格
米
・
自
主
流
通
米
)
が
昭
和
四
十
七
年
十
月
の
改

正
で
四
本
立
(
指
定
銘
柄
米
を
新
設
)
と
な
り
食
味

に
よ
っ
て
価
格
差
が
あ
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

(
表
二

①
消
費
者
に
う
け
て
い
る
お
米
は

き
て
、
お
米
の
小
売
価
格
の
規
制
が
廃
止
さ
れ
た

昭
和
四
十
七
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
と
、
価
格
改
正

さ
れ
た
同
年
十
月
か
ら
昭
和
四
十
八
年
三
月
ま
で
の

一
年
間
、
富
山
市
の
家
計
調
査
実
施
中
の
家
庭
(
九

十
六
世
帯
)
で
ど
ん
な
品
目
の
お
米
が
多
く
使
用
さ

れ
て
い
る
か
を
調
査
し
ま
し
た
。

米の品目別使用状況

47. 4 H -9月(富山市)

表 2
(
表
二
)
で
ご
ら
ん
の
よ
う
に
四
月
か
ら
九
月
ま
で

に
一
番
多
く
使
用
さ
れ
た
お
米
は
、
標
準
価
格
米
で

八
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
示
し
て
い
ま
す
。

つ
い
で
(
表
三
)
十
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
に
多
く

使
用
さ
れ
た
お
米
は
、
標
準
価
格
米
四
五
・

O
パ
ー

セ
ン
ト
、
指
定
銘
柄
米
三
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
十
月
か
ら
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
し
て

の
影
響
で
、
ベ
ニ
ヤ
板
、
板
材
も
値
上
が
り
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、

一
月
に
は
、
整
理
タ
ン
ス
、
食
卓

な
ど
の
木
製
品
も
お
お
む
ね

一
割
程
度
高
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、

二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
家
具
什

器
、
家
賃
の
ほ
か
、
左
官
手
間
代
な
ど
の
設
備
修
繕

費
に
も
若
干
の
上
昇
が
み
ら
れ

一
月
か
ら
三
月
に
か

け
て
住
居
指
数
は

二
、
七
行
も
上
昇
し
ま
し
た
。

①

光

熱

(二
百

指

数

1
0二
・
七
)

光
熱
指
数
は
、
五
大
品
目
の
中
で
は
最
も
安
定
し

て
お
り
、
基
準
時
の
昭
和
四
十
五
年
か
ら
み
て
も
、

小
幅
の
上
昇
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

①

被

服

(三
月
指
数

1
三
三
・
九
)

五
大
品
目
の
中
で
は
、
最
も
指
数
が
高
く
な
っ
て

お
り
、
食
料
と
並
ん
で
本
県
の
物
価
上
昇
の
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
被
服
指
数
は

一
月
か
ら
三
月
に
か

け
て
八
・
七
計
上
昇
し
、
全
国
の
上
昇
率
四

・
八

r

を
は
る
か
に
上
回
り
ま
し
た
。

値
上
が
り
の
大
き
い
品
目
は
、
衣
料
品
で
は
、
さ

ら
し
木
綿
、
背
広

(冬
)
、
婦
人
服

(冬
)
、
ち
り

め
ん
、
ウ
ー
ス
テ
ッ
ド
な
ど
、
ま
た
、
身
の
回
り
品

で
は
、
仕
立
代
、
靴
、
か
ぱ
ん
な
ど
で
す
。

①

雑

費

(三
月
指
数

1
一
五

L
ハ
)

一
月
は
、
文
房
具
費
で
や
や
値
下
が
り
し
ま
し
た

が
、
タ
ク
シ
ー
代
の
冬
季
料
金
制
の
実
施
か
ら
、
交

通
通
信
費
が
上
昇
し
ま
し
た
。
三
月
に
入
っ
て
、
冬

季
料
金
制
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
代
の

値
上
げ
が
あ

っ
た
た
め
、
自
動
卓
費
が
上
昇
し
、
雑

費
指
数
は
や
や
増
加
し
て
い
ま
す
。

登
場
し
た
指
定
銘
柄
米
は
、
価
格
が
安
い
割
合
に
味

が
良
い
と
い
う
こ
と
が
影
響
し
て
使
用
量
が
急
激
に

伸
び
て
来
て
い
る
こ
と
が
目
立
ち
ま
し
た
。

米の品目別使用状況

47.10-48. 3月(富山市)

表 3
ま
た
、
主
食
の
な
か
に
占
め
る
お
米
の
消
費
割
合

は
昭
和
四
十
七
年
は
七
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
昭
和

四
十
五
年
の
八

0
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
く
ら
べ
減
少

し
て
い
る
も
の
の
生
産
県
と
い
う
地
域
事
情
も
原
因

し
て
パ
ン
類
の
消
費
量
(
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
)
に

比
べ
お
米
の
消
費
量
は
依
然
と
し
て
た
か
く
、
人
気

が
あ
る
よ
う
で
す
。
(
表
四
)

主食の品目別消費量(富山市全世帯)
~ 1I . 1 Qò 

食||主

表 4

昭和47.年

昭和46年

昭和45年

一 19-
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県
展
か
ら
み
た

美
術
人
口
の
推
移

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
郡
別
に
み
る
と

(第
三
表
)
井
波
町
の
あ
る
東
砺
波
郡
の
彫
塑
、

工
芸

は
抜
群
で
、
高
岡
の
日
本
画
、

工
芸
の
層
の
厚
さ
、
質
の
高
き
が
注
目
さ
れ

る

一
方、

滑
川
、
上
新
川
は
、
全
般
に
関
心
が
う
す
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

写
真
は
、
全
県
的
に
ほ
と
ん
ど
男
性
に
独
占
さ
れ
、
女
性
は
や
は
り
写
す
よ

富
山
県
展
は
、

昭
和
二
十

一
年
、
焦
土
と
化
し
た
富
山
市
で
コ
コ
の
声
を

り
も
、
写
さ
れ
る
方
が
得
意
ら
し
い
よ
う
で
す
。

上
げ
て
よ
り
、

す
で
に
二
十
八
回
を
迎
え
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

こ
の
間
県

年
齢
別
で
は

(
第
四
表
)
三
十
代
か
ら
四
十
代
の
入
選
率
が
高
〈

展
は
、
美
の
創
造
と
喜
び
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
広
く
県
民
に
親
し
ま
れ

十
代
で
は
日
本
画
が
見
放
さ
れ
、

三
十
を
過
ぎ
た
ご
婦
人
は
、

も
う
彫
刻
を

る
と
と
も
に
、
作
家
へ
の
登
竜
門
と
し
て
、
力
作
や
野
心
作
が
発
表
さ
れ
ま

好
ま
な
い
よ
う
で
す
。

ーレ

h~
。
下
保
昭
(
日
本
画
)
、
金
守
世
士
夫
(
洋
画
)
、
板
橋

一
歩
(
彫
塑
)

県
展
の
入
場
者
は

(第
五
表
)
富
山

・
高
岡
両
会
場
と
も
、
年
々
飛
躍

高
瀬
直
(
工
芸
)
、
中
国
大
雪

(書
)
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
す
ぐ
れ
た
作

的
に
増
大
し
て
い
て

と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に

一
昨

家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

年
秋
、
富
山
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
で
は
、

わ
ず

最
近
八
年
間
の
応
募
数
を
み
ま
す
と

(第

一
表
)
全
般
的
に
美
術
人
口

か
二
十
三
日
間
で

一
O
万

五

O
O
人

(昭
和
四
十
年
金
沢
で
は
七
万

の
増
大
が
目
を
ひ
き
ま
す
。
し
か
し
、
洋
画
、
書

写
真
が
順
調
に
伸
び
て

八
千
人
)
と
い
う
画
期
的
な
入
場
者
を
記
録
し
ま
し
た
。
県
民
会
館
が
三
十

い
る
反
面

日
本
画
、
彫
塑

工
芸
が
低
迷
し
て
い
ま
す
。

こ
と
に
洋
画
の

九
年
開
館
以
来
八
年
間
の
美
術
館
の
入
場
者
が
、

約
六
万
人
で
あ
る
こ
と
を

隆
昌
に
く
ら
べ
て

日
本
画
が
伸
び
な
い
の
は
、
洋
楽
に
対
す
る
邦
楽
と
同

考
え
て
も

い
か
に
爆
発
的
な
人
気
を
呼
ん
だ
か
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
展

様

一
考
を
要
し
ま
す
。

覧
会
を
契
機
に
、
美
術
に
対
す
る
県
民
の
関
心
は

一
段
と
高
ま
り
、
各
種
の

こ
れ
を
北
信
越
五
県
と
比
較
し
て
み
る
と

(第
二
表
)
北
陸
は
信
越
よ
り

個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
も
隆
昌
発
展
の

一
途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。
今
日
、

日

全
般
的
に
低
調
で
す
が

人
口
の
似
通
っ
た
石
川
県
と
比
べ
て

事

、ー・
、
、ー

一、

展
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
中
央
展
に
お
け
る
県
内
作
家
の
活
躍
ぷ
り
か
ら

二
年
で
逆
転
し
、
遥
か
に
凌
駕
(
り
ょ
う
が
)
す
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
た

し
で
も
、
本
県
の
美
術
の
将
来
は
、
立
山
の
銀
嶺
に
の
ぞ
く
陽
ざ
し

の
よ
う

だ
工
芸
が
、
高
岡
、
井
波
に
か
た
よ
っ
て
い
て
、
応
募
数
は
少
な
い
が
、
日

に
明
る
い
と
い
え
ま
す
。

-展
の
入
選
数
な
ど
か
ら
み
て
、
質
の
高
き
で
は
、
決
し
て
ひ
け
を
と
ら
な
い

4
hリ
渦

川

柑

日 j羊 周5 工 写 そ

本 書 グ〉 5十

画 画 塑 コ三日己実r 真 他

長野
104 1，048 108 981 662 1，553 

(196万)
237 3，810 

新潟
160 1，053 901 103 742 391 

(236万)
2，539 

富 山
321 385 591 64 274 282 

(103万)
1，096 

石川
361 243 421 137 198 V ( 100万)

144 800 

福井
301 171 50 501 166 791 628 

(74万)
82 

，汁

第20-27回入場者数(第5表)

回数 Zz』エ 場 会期(月) 入場者数

20 富山県民会館 7 17，096 

21 " 7 13，431 

22 " 7 15，151 

23 " 7 18，266 

24 " 7 22，177 

25 高岡市立博物館 7 14，214 

26 富山県民会館 7 24，482 

27 高岡市民体育館 7 18，350 

民日|;;|ι;::ljLl;
吋 I--i， I- - ; -!---- I日I "~ ..;1<!--.:-1"1 - ; 1h;'!"~M; ;~; I '-;~; 
… '-.i， |山市 J::'"--:-I- ~; '~; I '~;"<I;:':' ; :; I "~; 
… ; I" ~.<I -;; --; I -;~ "-h>.-;f-: .;; I -:...~-f;: -~; I ~: 
…;I--;-，..-:h.; ..;1< -.+> .. ~. I .: ' ;; I '~'!'--'I;~' '~1h: 
臼以上 I'-~' I<-i-"+ ': ..;1..; -，， 1 - ，>，-， 1川~-i- '-1-:-- ;~ I ---: 

~.H~-[.j川

年齢別応募入選状況(第 4表)

「岬l|¥度，¥/IE¥ 部¥門

日 i羊 周2 工 写

本 書 5十

画 画 塑 + τE 真

苧;;29 269 41 56 104 143 642 

31 289 41 35 111 144 651 

4シ/'22 48 353 47 56 145 224 873 

主三
41 355 40 54 167 242 899 

43 308 50 71 166 241 879 

4三/伝 34 321 56 64 192 247 914 

E3 
43 392 52 54 232 293 1，066 

32 379 58 64 273 283 1，089 

計

下主|;111111:JiJ女|計

富山市 I'i:- l -~ -J: -;;1--:--~-H-h1'~~LH~~ .-}j出h;;

高岡市 I-i:l-rHj日1--:-t. -- I -:;-~- ~ - ~ ~-I- : l;; i--3 j出1--;:

新町|立H-'H ，，;1，-:--+. '--H'HL! --L; "il-..;; 
魚津市 "i:-l--j. --j--:-j --; 1--' f ---1-~-:---- ~ -; -:-~~ 1-;~ ---. j日1---;;

氷見市 l-i:-Hi--- 1 --i j-J --f.-. f - ~-"..-h".. ;L; ， -.. h~j - .;I ..-;;

3十

滑川市 131--. ~ . --1-.;;..; 1，-， t...f ---".--f -;-i--; 1--; ，--; 1--;1 -.~ 1---;:. 

古川 I'i:-1---~---j--; j --; 1-1: ---1--1-" --- ~ -;':' -; 1-. ~ !--. j - ;~ j. .~ 1-' .i; 

砺波市|立1-.;-:.. ;j-;~ 1' '2-1--;.--:-1---. --- ~ -~-:-.! 1-;; ~ ---j -i;' -;; 1---;~ 
市 13i--;'---1--;;' -; 1---o--' I - ~ -:----1-~-:-. ~ i--; j_ -'1';;' .;; 1---;~­

叩 13l..，. -. j--;:.'-; 1---~ ---1' -1-t ---1-; .:..; j--! :.' -. j -.;:..~ 1---;; 

… I -~:-H -i.- ;j --~ ;--~- h-~--- f '-' r-- t; ':- -J -; -J;:j--~' I -";; 
刊号1-'-----'日Hi---I--:+..[什:;民:1"'!;

婦負郡 I -~:- i- . ;-:---j--~ 1-;; 1--:. ~ ---f---~---I-!-i. -; 1--!"' --j -;; ;.;~ 1---~ 
射水郡|まい 1-- ! '-- !1 '- ; ;--- I '--1--- I - ~'山 ---1- ; : ; ~ i "';! 
東砺波郡 I -~:-H --1-;; --J;:-'-:-f-:~- - ;t;T ;:L~ -;j;;! ';~ I -'~ 
西砺波郡 I '~:' 1: H .. ~I -.. ...!! 
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市郡別応募入選状況(第 3表)
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冷
め
た
い

飲
み
も
の
が
お
い
し
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
あ
る
飲
み
も
の
の
中
で
も
、
あ
の

あ
ま
ず
っ
ぱ
い
独
得
の
風
味
と
、
保
健
上
の
効

果
に
対
す
る
期
待
か
ら
人
気
の
あ
る
の
が
乳
酸

菌
飲
料
で
す
。

へI
U
俊
萄
大
並
・
と
稔
捧
向
山
ゾ

/
手
露
首
自
主
1
2
手
陣

5
¥

食
品
衛
生
法
で
は
、
乳
酸
菌
製
品
を
次
表
の
よ
う

よ
う
な
成
分
規
格
を
決
め
て
規
制
し
て
い
ま
・
す
。

-
発
酵
乳

牛
乳
や
脱
脂
粉
乳
な
ど
に
、
乳
酸
菌
を
加
え

て
発
酵
さ
せ
た
も
の
で
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
よ
う

な
糊
状
の
も
の
。

-
乳
製
品
・
乳
酸
菌
飲
料

発
酵
乳
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
操
作
で
つ
く
っ
た

も
の
を
主
原
料
と
し
て
、
こ
れ
を
水
で
う
す
め
、

砂
糖
や
香
料
な
ど
を
加
え
た
飲
み
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
は
っ
酵
さ
せ
た
後
に
、
市
度

C
以
上

で
日
分
間
加
熱
す
る
か
、
ま
た
は
、
こ
れ
と
同

程
度
の
殺
菌
効
果
を
有
す
る
方
法
で
加
熱
殺
菌

し
て
、
乳
酸
菌
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。
家
庭
で
う
す
め
て
飲
む
ど
ろ
ど
ろ
し

た
液
状
の
も
の
が
そ
れ
で
す
。

-
乳
酸
菌
飲
料

生
き
た
乳
酸
菌
が
入
っ
て
い
る
の
が
原
則
。

無
脂
乳
固
形
分
の
最
低
量
を
規
定
し
て
い
な

い
の
で
、
ジ
ュ

ー
ス
に
乳
酸
菌
を
加
え
た
だ
け

の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

私
は
女
子
一
つ
で
子
供
を
育
て
、
長
男

も
よ
う
や
く
働
く
よ
う
に
な
り
、
念
願
の

マ
イ
ホ
ー
ム
を
夢
見
て
今
回
、
宅
地
叩
坪

を
二

O
O万
円
で
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
県

税
事
務
所
か
ら
、
不
動
産
取
得
税
七
、

三

0
0円
の
納
額
通
知
書
が
送
付
さ
れ
て
来

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
家
屋
新
築
も
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
と
て
も
、
税
金
を
払
う
力
が
な
い

の
で
、
減
免
の
方
法
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〈
選
ぶ
と
き
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
〉

乳
酸
菌
製
品
に
は
、
次
の
よ
う
な
表
示
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ω種
類
別
名

ω製
造
年
月
日

ω製
造
所
の
所
在
地
お
よ
び
製
造
業
者
の
氏
名

凶
乳
酸
菌
を
殺
し
て
あ
る
も
の
は
「
殺
菌
」
の

表
示

〈
乳
酸
菌

の
効
用
〉

，

ぺ

ひ
と
く
ち
に
訊

h
.

，

酸
菌
と
い
っ
て
も
、

4
a

岡

・

種
類
が
ひ
じ
よ
う

/
4

・
E

・

に
多
く
、
自
然
界

4

圃圃

の
い
た
る
と
こ
ろ

に
存
在
し
て
い
ま

ha
E
f

す

o

d--v

‘

健
康
な
人
の
腸

4

・・・v

圃

内
に
は
、
ビ
フ
ィ

4
.
.
.
 

，a
 

ズ
ス
菌
、
ア
シ
ィ

4

・・・圃

ド
フ
ィ
ル
ス
菌
と

4

・・・

い
っ
た
乳
酸
菌
が

』
1

繁
殖
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
乳
酸
菌
は
、
腸

内
を
酸
性
に
保
ち
、
腐
敗
菌
や
雑
菌
の
発
育
を

防
ぐ
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

発
酵
乳
や
乳
酸
菌
飲
料
に
使
わ
れ
て
い
る
乳

酸
菌
は
、
ブ
リ
ガ
リ
ア
菌
、
ア
シ
ド
フ
ィ
ル
ス
菌
、

乳
酸
球
菌
、
サ
ー
モ
フ
ィ
ル
ス
菌
な
ど
で
す
。

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
独
得
の
風
味
を
出
す
た
め

に
、
こ
れ
ら
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

2主
1::1 

不
動
産
取
得
税
と
い
う
の
は
、
物
件
の

取
得
に
伴
う
課
税
で
あ

っ
て
、
そ

の
取
得

が
借
金
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
か
こ
れ
か

ら
借
金
を
す
る
と
か
の
事
情
は
何
ら
考
慮

さ
れ
な
い
も
の
で
す
。
従

っ
て
お
申
し
越

し
の
税
の
減
免
は
出
来
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
あ
な
た
が
こ
の
宅
地
を
購
入

し
て
か
ら

2
年
以
内
に
住
宅
を
建
築
さ
れ

ま
す
と
、
富
山
県
税
条
例
第
部
条
の
規
定

に
よ
り
、
四
五
、

0
0
0
円
の
範
囲
内
で

納
付
し
た
不
動
産
取
得
税
額
が
減
額
さ
れ

還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
よ
う
や
く
、
さ
さ
や
か
な
自
分

の
家
を
持
と
う
と
す
る
方
達
に
対
す
る
優

遇
措
置
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
あ
な
た
が
期
限
内
に
家
屋
を

新
築
さ
れ
ま
す
と
、
今
納
付
す
る
税
金
七
、

三

O
O円
は
、
返
っ
て
来
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
そ
の
時
に
は
、
当
該
県
税
事

務
所
の
窓
口
で
還
付
申
請
を
行
な

っ
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
住
宅
を
新

築
し
た
場
合
で
、
評
価
額

一
五

O
万
円
以

上
に
な
り
ま
す
と
、
そ
の
越
え
る
傾
の
三

rが
不
動
産
取
得
税
と
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
、
念
の
た
め
・
巾
し
添
え
ま
す
。

-
ブ
ル
ガ
リ
ア
菌

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
製
造
に
は
、
ふ
つ
う
ブ
ル
カ

リ
ア
菌
が
使
わ
れ
ま
す
。

こ
の
菌
が
か
も
し
出

す
風
味
は
、
日
本
人
の
噌
好
に
も

っ
と
も
合
う

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

菌
は
、
腸
内
で
は
繁
殖
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
は
整
腸
作
用
と

ート寸?無脂乳固形分 乳酸菌数 大腸菌郡

発 酵 手L 8%以上
( 1 m~ 当たり )

陰性
1，000万以上

~ I 白製品・ ~I 酸蘭飲料 3 %1:1ト 1.000百L'1ト 11 

知恵
乳酸菌製品の成分規格

い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
栄
養

の
あ
る
消
化
の
よ
い
食
品
と

い
え
ま
す
。

-
ア
シ
ド
フ
ィ
ル
ス
菌

ア
シ
ド
フ
ィ
ル
ス
菌
は
、
耐
酸
性
が
あ
る
た

め
に
胃
酸
に
も
殺
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
腸
ま
で

達
し
、
整
腸
作
用
を
い
と
な
む
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
腸
内
で
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
有
効

な
菌
の
数
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
充
分

に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い

、え
ま
せ
ん
。

乳
酸
菌
の
保
健
上
の
効
果
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
発
酵
乳
や
乳
酸
菌
飲
料

I

l

-

-

に
、
飲
み
続
け
れ
ば
長
生
き
で
き

一

一
る
と
か
、
消
火
器
系
の
病
気
に
か

一
h

一
か
ら
な
い
な
ど
と
い
う
効
果
が
あ

一

一

る

と

い

う

証

明

は

ま

だ

示

さ

れ

て

一

一

上

一

い

ま

せ

ん
。

一
例
一

〈
保
存
の
め
や
す
は
〉

-

A

H

v

-

，一

一

乳

酸

菌

の

は

い

っ
て
い
る
製
品

-
7
1
1
4

を
常
温
に
放
置
し
て
お
く
と
、
酢

一
一
満
一
酸
発
酵
を
は
じ
め
、
す
っ
ぱ
く
な

~
一
紙
一

っ
て
し
ま
げ
ま
す
。
し
ま
い
に
は
、

一
3

一
酸
の
作
用
で
乳
酸
菌
が
死
ん
で
し

l
「
l
」
ま
い
ま
す
か
ら
、
か
な
ら
ず
印
度

一
一
料
一

c以
下
の
温
度
で
保
存
す
る
よ
う

一
一

飲

一

に

し

ま

し

ょ

う
。

一

一

菌

一

冷

蔵

し

て

お

け

ば

二
週
間
は
も

一

一

ち

ま

す

が

、

日

が

た

つ

に

つ

れ

て

…
一
酸
一
風
味
が
お
ち
て
き
ま
す
。

で
き
る

一
一
乳
一
だ
け
は
や
ぐ
飲
ん
だ
方
が
い
ね
い
し

く
飲
め
ま
す
。

殺
菌
し
て
あ
る
濃
縮
飲
料
も
、
栓
を
抜
く
と

同
時
に
空
気
中
の
コ
ウ
ボ
が
混
入
す
る
た
め
、

発
酵
し
て
泡
だ

っ
て
き
ま
す
か
ら
、
冷
蔵
庫
の

中
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い

。
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ーー〉、

氷
見
市
上
庄
上
回
、
新
保
か
ら
速
川
地
域
に
か

け
て
、
約
五

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
栽
培
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
帯
は
、
い
ま
ま
で
イ
草
の
産
地
で
し
た
が

昭
和
二
十
九
年
同
地
の
篤
農
家
、
世
木
き
ん
ら
が

千
葉
県
で
イ
チ
ゴ
栽
培
を
習
い
、
換
金
作
物
と
し

て
導
入
し
仲
間
づ
く
り
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

O
作
付
面
積

導
入
当
時
は
二

0
ア
ー
ル
程
で
、
技
術
水
準
も

低
い
も
の
で
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
か
ら
米
の
生
産
調
整
に
伴
う
転

換
作
物
と
し
て
認
め
ら
れ
、
特
産
化
す
べ
く
増
反

が
意
欲
的
に
す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
良
苗
の
確
保
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

県
、
市
、
農
協
が

一
体
と
な
っ
て
種
苗
圃
の
設
置

と
技
術
向
上
の
普
及
指
導
を
行
な
い
、
こ
こ

二
、

三
年
で
全
地
区
で
四
十
六
年
j
四
十
八
年
の
間
で
、

約
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
し
ま
し
た
。

今
後

一
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぽ
う
と
し
て
い

ま
す
。

品
種
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
ダ
ナ

l
種

一
本
で
す
。

水
田
利
用
で
ト
ン
ネ
ル
と
露
地
栽
培
の
比
率
は
四

・
・
六
に
な

っ
て
い

ま
す
。
昨
年
か
ら
労
働
力
不
足

の
解
消
と
出
荷
期
聞
の
延
長
に
よ
っ
て
規
模
拡
大

を
は
か
ろ
う
と
、
株
冷
蔵
に
よ
る
ハ
ウ
ス
抑
制
栽

培
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
出
荷
期
間
は
、
五
月
中
旬
か
ら
六
月
下

旬
ま
で
で
す
。

O
生
産
と
出
荷

ダ
ナ
ー
の
特
徴
を
生
か
し
市
場
性
を
高
め
る
た

め
、
良
質
生
産
に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
一

0
ア
ー
ル
当
り
生
産
量
は
一
ト
ン
に
達

し
ま
せ
ん
が
、
市
場
の
評
価
は
高
く
、
昨
年
か
ら

中
京
、
京
浜
市
場
か
ら
注
文
が
殺
到
に
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の
生
産
目
標
量
は
、
約
五

0
0
ト
ン
県

外
市
場
の
要
望
が
強
い
の
で
、
昨
年
の
約
三
倍
の

一
五

0
ト
ン
を
県
外
出
荷
に
ま
わ
す
予
定
で
す
。

O
こ
ん
ご
の
方
向

栽
培
技
術
は
、
年
ご
と
に
向
上
し
て
い
ま
す
が
、

経
営
拡
大
に
よ
る
労
力
不
足
を
雇
傭
労
働
に
依
存

し
て
い
ま
す
。

土
地
条
件
と
し
て
は
排
水
不
良
田
が
多
い
の
で
、

基
盤
整
備
に
よ
る
は
場
の
大
型
化
に
併
せ
て
、
整

地
施
肥
、
防
除
、
機
械
化
に
よ
る
省
力
化
。
育
苗

改
善
に
よ
る
良
苗
確
保
。
品
質
向
上
と
増
収
が
当

面
の
目
標
で
す
。

花
と
緑
の
銀
行
発
足

県
を
花
や
緑
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
「
花
と
緑
の
銀
行
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
銀
行
は
置
県
九

O
周
年
事
業

と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
花
と
樹
木
の
種
苗
の
生

産
ゃ
あ
っ
せ
ん
、
配
付
を
は
じ
め
花
と
緑
に
つ
い
て
の

相
談
や
講
習
の
実
施
な
ど
を
行
な
う
。

-
四
月
十
九
日

-
四
月
二
十

日

知

事、

街
頭
苗
木
配
布

富
山
県
植
樹
祭
の
日
に
あ
た
り
富
山
、
高
岡
、
魚
津
、

砺
波
の
四
ヵ
所
で
ス
ギ
、
ク
ロ
マ
ツ
、
ツ
ツ
ジ
の
首
木
を
。

-
五
月
二
日

中
日
友
好
協
会
訪
日
代
表
団
の
楚
図
南
副
団
長
ら

一

楚
副
団
長
一
行
来
県

-....き
ιーつ県政の

A
せっ臼

四
人
(
女
性
四
人
)
は
、
県
庁
で
中
田
知
事
、
市
立
図

書
館
で
改
井
市
長
を
訪
問
し
た
げ
(
二
日
)

福
光
町
で
は
松
村
記
念
館
を
訪
問
、
砺
波
市
で
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
フ
ェ
ア
を
見
学
、
婦
中
町
の
萩
野
病
院
を
訪

ね
て
、
イ
病
患
者
を
見
舞
い
、
富
山
市
で
不
二
越
、
市

民
プ

l
ル
を
見
学
す
る
な
ど
、
各
地
で
県
民
と
親
し
く

交
流
し
た
。

-
ト
ピ
ッ
ク
ス

-
五
月
四
日

(
三
日
)

沖
縄
国
体
へ
出
発

沖
縄
国
体
で
男
子
水
泳
高
校
二
O
O
灯
個
人
メ
ド
レ

ー
決
勝
で
、
富
山
商
業
高
校
の
佐
々
木
二
郎
選
手
が

2

分
別
秒
2
の
タ
イ
ム
で
優
勝
し
た

-
五
月
九
日

富
山
県
置
県
九

O
周
年
記
念
式
典
、
は
、
県
民
会
館
で

県
政
功
労
者
、
九

O
歳
以
上
の
お
年
寄
り
ら
を
集
め
て

行
な
わ
れ
た
。

中
田
知
事
は
、
置
県
百
年
を
め

ざ
し
て
さ
ら
に
福
祉

と
環
境
の
整
備
に
力
を
入
れ
た
い
と
の
べ
た
。

-
五
月
八
日

第
三
回
青
年
の
船
の

一
行

一
四

O
人
が
富
山
駅
を
出

発
、
羽
田
経
由
で
東
南
ア
ジ
ア
へ
向
っ
た
。
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